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全国協力隊オンラインFESTIVAL　：　学び・繋がる2日間

誰でも参加可能

　　　　　　　名

　経済観光課　観光振興係  ジェイムズ・マッキンタイア担当

電話   ０１２６－６３－０１１２  （内線　   ２４１６       　)

　　１１月　２日（月）　～　１１月　３日（火）
　　【うち、美唄市の協力隊員の出店は２日（月）】

タイムスケ
ジュール（詳

細に記載願います）

https://peraichi.com/landing_pages/view/ukihakyouryokutai

うきは市地域おこし協力隊

「自粛ムードの現状でも、お家でゆっくり旅気分が味わえる」オンライ
ン旅となる「全国協力隊オンラインFESTIVAL」では学びと繋がりを
テーマとする全国地域おこし協力隊による技術講座に美唄市地域
おこし協力隊浅川隊員（プロの編集者による文章講座）とジェイムズ
隊員（外国人による日本語講座）が出店し講座を行う予定です。



■ プロ編集者が教える"SNS で使える"文章講座 

 

 今回の「文章講座」は、これまで開催した対面の講座と、オンライン講座で、各種 SNS に

ついての内容を求める声が多かったことに応え、Facebook や Twitter などの「SNS の活用

法」に特化した講義内容を予定している。 

 

 また、記憶に新しい「ドコモ口座」や、かつての「セブンペイ」での詐欺事件、また、Facebook

メッセンジャーによるアカウント乗っ取り被害の蔓延を受け、アカウントやパスワードの

管理といった、インターネットを利用する際のセキュリティとリテラシーについても触れ

る。 

 

 

 講座の内容 

 

・ 三大 SNS「Facebook」「Twitter」「Instagram」の特性と使い分け──各サービスの特徴

やキャラクターに合わせたチューニングの必要性 

・ #ハッシュタグを使う？ 使わない？ 何がどう変わるのか──#ハッシュタグの作用や効

果の具体例 

・ インターネットの「ポジティブリスト」と「ネガティブリスト」──書くべきことを書

くのか？ 書いてはいけないことを避けるのか？ 

・ "ルール"や"マナー"と「コモンセンス」の違い──言語や感覚を他者と「共有しづらい」

SNS で、どう振る舞うべきか 

・ SNSで「長文を書く」ということ──長文には向いていない SNSという環境で、まとま

った量の文章を書くための方法論 

  

 

 

 

 講師：淺川覚一朗（北海道 美唄市地域おこし協力隊） 

 

 エニックス（現スクウェア・エニックス）出版局で「ドラゴンクエスト公式ガイドブック」

「月刊少年ガンガン」などの編集に携わった後、フリーに。小学館の学年誌「小学一～六年

生」のライターを経て、同社「週刊ポスト」の専属記者となる。 

 その後、自動車雑誌「NAVI」「Option」などで編集、執筆を務める。また「ソウルイータ

ー超ガイドブック」や「フルメタル・パニック？ MISSION COMPLETE」の企画、執筆を

行うなど、サブカル系の題材を得意としており、東京工芸大学芸術学部マンガ学科 マンガ



取材論特別講師も務めた。 

 現在も、地域おこし協力隊としての活動の傍ら、バイク雑誌「Moto NAVI」に書評記事

「Moto Obi」を連載している。 

 

 

■ 外国人とうまくコミュニケーションするコツ：やさしい日本語の講座 

  

 近年の在日・訪日外国人の急増で、様々な国籍と多岐に渡る言語への対応が求められるよ

うになった自治体や企業の負担は、増える一方となっている。 

しかし、在住外国人の日本語能力の調査によると、その約 8 割が、ある程度の日本語を話す

ことができるという。 

 とはいえ、大半の外国人が、日本語での会話が可能とはいっても、現実的にはネイティブ

である日本人のそれとは差があることが多い。 

 しかし、一度日本語が通じなかったからといって、諦めることはない。「やさしい日本語」

の法則に沿って、言い回しを調整することで、充分に会話が成立するようになるからだ。 

 

「やさしい日本語」を使うことによる、外国人とのコミュニケーション能力の向上の秘訣を

学べる今回の講座は、「外国人と接する機会がある」「国際交流をしたい」という日本語話者

にとって、見逃せないものとなるだろう。 

 

 

 講座の内容 

 

・外国語でなく日本語で話すワケ 

・外国人に分かりやすい日本語の法則 

・やさしい日本語を楽に書けるプロセス 

・国際交流一番大事な「気持ち」 

・やさしい日本語＝文化体験 

 

 

 

 

 

 講師：ジェイムズ・マッキンタイア（北海道 美唄市地域おこし協力隊） 

  

 オーストラリア出身。西オーストラリア大学商業学部を卒業後、神奈川県で英会話講師に



就く傍ら、東海大学の研究生として日本語と運動生理学を研究。「やさしい日本語」の普及

に取り組む加藤良崇教授に師事し、2018 年に同大学の「やさしい日本語ツアー」で美唄を

訪問する。 

 2019 年、美唄市の地域おこし協力隊となり、経済観光課に所属。観光振興やインバウンド

観光事業などへの対応として、「やさしい日本語」の普及や、外国人向けのコンテンツ作成

を担当している。 

 英語を教える経験、日本語学習の経験を生かし、日本語を勉強中の外国人に適した話し方

を指導。外国人が、日本語を通じて日本を知ることに対して、熱意を持って取り組んでいる。 






